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研究成果の概要（和文）：本研究はアフリカ諸国の国際金融市場との関係変化からアフリカ諸国の産業がどのよ
うな影響を受けるかを明らかにするため，西アフリカ・ガーナ国における調査を行った。国営石油会社，証券取
引所，マイクロファイナンス，クレジットユニオン，地方銀行などの調査を通じ，国内における金融サービスの
増大が，政府による海外での資金調達（ユーロ債の発行）と時を同じくして起こってきたこと，しかしながら国
内における金融サービスの急速な増加は，産業への投資や起業機会の増大に結びついているとはいえないことが
分かった。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to study how the situation shifts in the relationships 
between African countries and the international financial market affects the African domestic 
industries. Based on the interviews and information collected through research at the national oil 
company, securities market, microfinance institutions, credit unions, and local banks in Ghana, the 
following findings are obtained. The surge in domestic financial services coincided with the access 
to international finance by the government. However, the increase in financial services is not 
interlinked with increases in investment in industries or start-ups of small businesses.

研究分野： アフリカなど発展途上国のマクロ経済の安定化や経済発展への国際市場動向の影響についての経済分析

キーワード： 国債　金融　産業　投資　債務　アフリカ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
アフリカ諸国は1980年代から2000年代にいたるまで，国際的な債務問題を抱えてきた。近年はこの問題が解消さ
れ国際金融市場との関わりが増大する一方で，海外からの資本流入の増大や政府の新たな債務の増加がみられ
た。しかしながら本研究を通し，国際資本の流入，金融サービスの増大，加えて天然資源開発が国内で分断され
経済的な明らかな連関を持たない可能性，現在の国際金融市場が主導しつつある経済開発の在り方には問題があ
る可能性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究の対象であるアフリカの経済については，以下 2 点のような背景があった。 

（１）製造業の衰退と天然資源依存 
経済発展が進むと各国の主要産業が製造業からサービス業へと移行していくという長期的な

傾向に関し，サハラ以南アフリカ諸国などは製造業がピークを迎えた，すなわち，経済発展を達
成しないままに製造業の停滞・衰退を迎えたと指摘される。西アフリカのガーナでも，軽工業の
うち紡績・繊維および縫製業が 1990 年代以降衰退の一途をたどり，その要因として中国からの
安価な輸入品の流入，輸入品との競争に耐えるほどの効率性向上を阻む物価や人件費を含むコ
ストの高さがあげられる。また，アフリカにおける製造業の停滞は，農業生産性の低さや鉱物資
源の輸出に依存することから生じるオランダ病などの問題によると説明されてきた。 

（２）1980 年代から続いた対外的債務問題の解消と新たな債務 
アフリカ諸国の天然資源依存と累積債務問題は 1980 年代より続き，アフリカ諸国の長い経済

停滞と密接に結びついていたが，2000 年代に入り国際的なイニシアチブにより債務問題が終結
したと同時に，多くのアフリカ諸国が世界金融市場へのアクセスを得，政府が外貨建て国債（ユ
ーロ債）を発行し，民間市場にて資金調達を行うようになった。 
 
 
２．研究の目的 
本研究はアフリカ諸国の国際金融市場へのアクセスや，関連して増加する国際金融市場から

の新たな形態での資金流入やその存在が，資源依存型であるアフリカ諸国の非採取産業部門，つ
まり製造業や農業にどのように影響するかに着目した。アフリカの中でもガーナやエチオピア
での現地調査と併せてマクロ経済データ等を分析することにより，長い間停滞し，特に近年すで
にピークを過ぎたと論じられるような製造業などの産業の成長に，1980 年代からの対外債務問
題の解消がどのように影響するのか考察することを研究の目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
  当初はガーナやエチオピアで，年に１，２度の現地調査で資料や統計などの収集とインタビ
ューを行うとともに各国政府や国際機関の公表するデータを中心に，計量経済分析を行うこと
を予定した。しかし社会情勢の不安定化からエチオピアでの調査は諦め，ガーナでの調査を主
とした。ガーナでは，財務省や中央銀行，国営石油企業や製油所，証券取引所，マイクロファ
イナンス，クレジット・ユニオン，地方銀行などへの聞き取り調査や資料の収集を行った。 
 
 
４．研究成果 
（１）金融サービスの増大と経済活動との乖離   
まず，現地での調査よりガーナ経済における外貨取引を行う大規模銀行（ユニバーサル・バン

ク）とそれ以外の比較的小規模な金融サービスの在り方が大きく乖離していることが分かった。
また，経済の金融化，すなわち金融サービスの増大とそれによる金融危機が，政府の海外での外
貨建て国債（ユーロ債）の発行と時を同じくして起こってきたことが分かった。一方研究を進め
るうちに，ガーナ国内における経済活動への金融システムを通じた影響が見えてこないのはな
ぜかという大きな疑問が生じた。特にガーナ国内における銀行の国有化，統合などといった金融
危機が，経済活動にはほとんど影響を与えていないように様に見られた。 
  2000 年代以降から金融サービスの増大，特にクレジット・ユニオンやそのほか準フォーマル
な金貸し業の急速な増加も見られ，本研究の調査機関にかけては登録金融業者への規制強化な
ども実施された。一方で，金融サービスを提供する主体へのインタビューなどを通じて顧客によ
る資金の用途などについて調べると，ほとんどが子供の入学準備や日々の生活・消費に必要なロ
ーンなどの消費平準化のための保険的機能を担った金融サービスであり，投資や起業機会の増
大に結びついていると考えられるような情報は得られなかった(Demachi 2020)。 



 
（２）生産活動と金融サービスの関係 
 上記のように，ガーナ国内では多様な金融サービスが増大した一方で，調査によって金融サー
ビスは投資を促進できていない可能性が示唆された。この点に関連し，現地での省庁や地方銀行
での聞き取り調査からは，担保設定の難しさが大きな問題点となっていることが予測された。個
人を特定するための戸籍や住所といった制度，土地や建物の所有権を保証するための登記制度
や法が整備されておらず，担保を設定して融資を行うことができない(Demachi 2021)。特にアジ
アの経験からは，製造業などの産業発展には長期資本が金融サービスを通じて提供されること
が必要であることが分かっており，担保設定によって可能になるはずの長期かつ比較的多額の
融資が行われないということは，産業発展にとって致命的であると考えられる。この問題点を緩
和するために，政府は資産の登録システムなどを導入しているが，そもそも登録すべき資産を持
つ者もそれほど多くないと考えられる。このような問題から，たとえ海外から資本が流入してい
たとしても，資本は国内の民間投資には分配されないことが示唆された。他方で，ガーナ中央銀
行でのインタビューなどからは海外からの資本流入はガーナ国内での国債購入に向かっている
ことが伺えた。このような状況が意味することや予測される問題については，世界的な感染症拡
大により状況が大きく変化していることもありさらなる分析が必要であるが，政府の財政状況
の複雑化，マクロ経済の不安定化につながる恐れがあると考えられる。 
 
（３）コーポラティブとクレジット・ユニオン 
  上記のように，所有権制度やそれを補完するような社会の仕組みが上手く機能していない中
で，金融サービスと国内の経済活動の相互連関が脆弱であることがわかった。その一方で，金融
系のコーポラティブ（組合組織）であるクレジット・ユニオンについて個別の機関での調査や管
轄省庁へのインタビューを進める中で，このようなコープラティブによる経済活動が非常に活
発かつ多様であり，ガーナの経済においては経済統計などに基づいて思い描かれる以上に，コー
ポラティブによる経済活動の存在感が大きい可能性があるという気づきが得られた。コーポラ
ティブについては活動を把握することが容易ではないが，今後のアフリカ経済についての研究
を進めるうえで，留意していくべき重要な発見となった。 
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